
平成22年３月橋本市議会定例会会議録（第３号）その６ 

平成22年２月16日（火） 

                                           

    

（午後２時11分 再開） 

○議長（中西峰雄君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 一般質問を行います。 

 順番12、14番 土井君。 

〔14番（土井裕美子君）登壇〕 

○14番（土井裕美子君）ただ今議長のお許し

をいただきましたので、通告に従いまして一

般質問をさせていただきます。 

 今回の私の質問は、公立小・中学校におけ

る環境整備と子どもたちの健康管理について

でございます。 

 学校は、子どもたちにとって１日の大半を

過ごす施設であり、災害時には地域住民の緊

急避難場所にもなっており、住民にとっても

最も身近な公共施設の一つとなっています。

そのため、政府も、安心安全で環境にやさし

い学校づくりを進めていこうとしております。 

 本市におきましても、国の基準のもとに耐

震診断を行い、平成24年度中には、順次、耐

震化がなされる計画でございますが、公立学

校の老朽化した校舎では、耐震化だけでなく、

抜本的な改築・改修等が必要とされているの

が現状ではないでしょうか。私は、これから

の橋本市を担う子どもたちが１日の大半を過

ごす学習生活の場である学校が、安心安全で

快適な施設でなくてはならないと思います。

そして、その学習環境を整えることは行政の

役割であり、そうすることにより、子どもた

ちにとって、より一層の教育効果が現れてく

るのではないかと考えます。 

 そこで、今回、私は、市内21校の公立小・

中学校を訪問させていただき、学校現場での

実態調査から見えてきたものの中で、子ども

たちの健康と安全という観点から何点か質問

をさせていただきます。 

 ①公立学校のトイレは、今や、３Ｋ、汚い、

臭い、暗いではなく、５Ｋ、汚い、臭い、暗

い、怖い、壊れているとまでさえ言われてい

るような現状がございます。また、学校で排

便ができず我慢をしていて体調が悪くなる子

どもたちがいたり、慣れない和式トイレで用

を足すのに不安を感じているなど、子どもた

ちにとって健康面や心理面でも深刻な問題と

なりつつあります。 

 子どもたちが１日の大半を過ごす学校のト

イレは、唯一のプライベート空間であり、安

心感とともに安らげる空間でなくてはなりま

せん。しかしながら、校舎の老朽化による、

いわゆる５Ｋと言われるようなトイレや、生

徒数の増加により便器の数が足りない学校や

手洗い場の数が少ない学校があるのも現状で

す。また、職員トイレも同様の問題がござい

ます。 

 教育委員会として、学校におけるトイレや

手洗い場の現状をどのように把握され、今後

の対応をどうされるのか、お考えをお聞かせ

ください。 

 ②新型インフルエンザや感染型の胃腸炎な

どの流行、子どもたちの生活習慣の変化や精

神的なケアなど、学校における保健室の役割

は非常に重要な位置を占めていると考えます。

今や、学校において保健室は癒しの空間的役

割をも担っているとも言っても過言ではない

と考えます。学校訪問の中で、養護教諭の先

生方は、子どもたちの健康面や精神面のケア

まできめ細かく対応されておられました。し

かしながら、保健室の設備については、生徒
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数の割合にしては部屋の面積が狭かったり、

保健室内に洗面所や給湯設備がない、保健室

専用の外線電話がない、シャワー設備がない

など、設備面での問題点がある学校もありま

した。今後、教育委員会として、子どもたち

の健康面、心理面でのよりどころとなってい

る保健室の充実をどのようにお考えかをお聞

かせください。 

 ③学校教育法第12条では、幼児、児童生徒

及び学生並びに職員の健康の保持、増進を図

るため、健康診断実施を行い、その他、その

保健に必要な措置を講じなければならないと

規定されており、学校保健安全法施行規則第

６条では、健康診断における検査の項目がそ

れぞれ規定されています。その項目の中には

耳鼻科検診も含めまれていますが、現在、本

市において耳鼻科検診は実施されておりませ

ん。法律でも定められているように、学校教

育における健康診断は、子どもたちの健康に

おいて大変重要な役割を占めており、早急に

実施さるべきと考えますが、教育委員会の今

後の対応とお考えをお聞かせください。 

 以上で、私の壇上よりの質問を終わります。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君の一般質

問に対する答弁を求めます。 

 教育長。 

〔教育長（森本國昭君）登壇〕 

○教育長（森本國昭君）土井議員のご質問に

お答えいたします。 

 議員ご指摘のとおり、耳鼻科検診は、学校

保健安全法に規定されており、実施しなけれ

ばなりません。橋本市においては、これまで

内科検診の際に、学校医の先生方が、耳、鼻

についても観察いただき、気になる場合は専

門医で検査を行うよう勧めるという対応を行

ってきました。合併を期に、耳鼻科の専門医

が２名から３名になり、耳鼻科検診を実施で

きるか、橋本市医師会会長に相談をしました

が、３名の耳鼻科医では、橋本市内の全幼児、

児童生徒の検診を行うのは無理があるという

ことで実施を見合わせておりました。 

 しかし、滲出性中耳炎は、子どもの時期に

起こりやすく、それが原因で聞こえが悪くな

ったりしていることもあり、専門的な耳鼻科

検診が望まれます。そこで、再度ご相談をさ

せていただいた結果、市内の耳鼻科の３名の

専門医で協議いただき、平成23年度から滲出

性中耳炎になりやすい小学生から、学年を決

め、義務教育期間中に複数回、検診を受ける

ことができる体制を組んでいただけるよう回

答を得ております。教育委員会では、平成23

年度から耳鼻科医を学校医として委嘱し検診

が実施できるよう準備をいたしますので、ご

理解をお願いいたします。 

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

〔教育次長（西本健一君）登壇〕 

○教育次長（西本健一君）公立学校のトイレ

の質問にお答えします。 

 橋本市立学校は、昭和30年代に建築された

校舎を含め、老朽化による課題に対応してい

かなければならない学校施設が増えてきてい

ます。トイレについては、経年による傷みだ

けでなく、児童生徒数の変化や増改築等の要

因による利用の面から見た課題、生活習慣等

の変化による課題等、議員ご指摘の課題を抱

えています。教育委員会では、これらのトイ

レの問題も含め、教育環境改善のために各学

校と懇談会を持ったり、毎年各学校から改善

要求を提出いただいたりしながら把握に努め

ているところです。 

 その中で、工事を行わなければならないも

のについては個別の予算措置を計画するとと

もに、修繕対応できるものについては修繕予

算の中から優先順位を付けて計画し対応して

います。平成21年度におけるトイレにかかわ

る工事・修繕については、２月10日現在、工
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事対応１件、修繕対応38件となっています。

工事対応を行っているのは、高野口中学校で

す。高野口中学校は、トイレの構造の課題、

経年による傷みが激しいこともあり、平成19

年度から４年計画で実施しているところです。

また、修繕については、排水や水もれ修繕、

扉の修繕、換気扇の修繕などで、小学校21件、

中学校17件、計38件となっています。 

 これ以外に、担当職員で解決できるものに

ついては学校に出向き対応を行っているとこ

ろでございます。 

 平成22年度当初予算で計上させていただき

取り組みたいと考えているトイレ・手洗い等

の案件は、工事対応３件です。その内容は、

高野口中学校の残工事、隅田小学校の保健室

の手洗い設置及び職員室前トイレのシャワー

室設置、西部小学校のシャワー室設置を予定

しています。修繕については、これまでと同

様、各学校からの改善要求をもとに優先順位

を付けて取り組む予定です。 

 しかし、これらの取り組みにより、トイレ・

手洗い等課題を早期解決することは、建築構

造上等の問題もあり難しい部分もあります。

今後予定している耐震工事に伴う大規模改修

の中で内容面や財政面においても効率的に取

り組めるものについて検討し改善を図ってま

いりたいと考えていますので、よろしくお願

いいたします。 

 次に、学校の保健室の充実についてお答え

します。 

 学校における保健室は、学校保健法に示さ

れているとおり、健康診断、健康相談、保健

指導、救急処置等を行うことを目的として設

置されています。また、保健室は、健康や保

健面だけでなく、さまざまな相談機能やカウ

ンセリング機能を持った場所であり、そこに

配置された養護教諭が中心となり、その対応

に当たっています。また、その重要度も以前

にまして高くなってきていると考えています。

これらの目的の達成、機能の充実を図るため

にも、施設整備の整備は重要であると認識し

ています。保健室内への洗面所、給湯設備、

専用外線電話、シャワー室等の設置は、議員

ご指摘のとおり、特に必要とするものと考え

られます。しかし、現状では、十分整備でき

ていない状況です。先ほど、トイレ、手洗い

の整備状況についての中で述べさせていただ

いたように、各学校の改善要望と照らし合わ

せて優先順位を付け計画していくとともに、

小規模の修繕では対応できない問題等がある

場合は、他事業と兼ねて改善するなどして保

健室の充実を図ってまいりたいと考えていま

す。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君、再質問

ありますか。 

 14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）ありがとうございま

した。 

 大変良いご答弁をいただいておりますので、

３番目の耳鼻科健診の実施についてでござい

ますけれども、23年度から実施していただく

ということで本当によかったなと思っており

ます。やはりいろんな保護者からの要望等が

ございまして、教育長もおっしゃいましたよ

うに、小学生低学年の頃に、だいたい、滲出

性中耳炎になっているケースが多く、そのま

ま知らない間に耳の聞こえが悪くなって、そ

して、最悪の場合は難聴になってしまうとい

うケースもございますので、やはり１日も早

く子どもたちの健康管理をするという点にお

いては、ご努力いただけたことに対しては感

謝いたしたいと思います。 

 その、一点だけ、何ですが、健康診断の中

でですね、今、ぎょう虫検査の中で検便をさ

れていらっしゃるかと思うんですけれども、

これも、ちょっと保護者の方から聞いたので
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すが、セロハンテープ法と、それと、カプセ

ルの中に便を入れる方法の２種類を実施され

ているということでございますが、高学年と

か中学生になってきますと、どうしても、な

かな朝に便を取りにくいというか持って来ら

れないような状況が多いということも聞いて

おりまして、その辺の対応について私も調べ

させていただいたんですが、小学校３年生ぐ

らいまでは両方の検査が必ず実施されるよう

にという規定がございますが、４年生以降に

ついては、どちらかを併用してやっていけば

良いというような基準もございますので、そ

の辺のところについては、また、今後、養護

教諭の先生方、それと、専門医の先生方とも

ご相談いただいて、検討課題というふうにし

ていただきたいなというふうに感じておりま

すが、その辺のところについてちょっとご答

弁だけお願いできますか。 

○議長（中西峰雄君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）また、議員言われま

したとおり、学校医と相談させていただきま

して、そういう方向で考えて実施していきた

いと思います。検討させていただきます。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）はい、よろしくお願

いいたします。私も専門医ではないので、医

師ではないのではっきり申し上げられません

けれども、ちょっといじめの対象になったり

する可能性があったりだとか、不登校の要因

になったりする場合もあるっていうふうなこ

とを、ちょっとちらっと聞いておりますので、

またよろしくお願いします。 

 それでは、１番のトイレの状況なんですが、

壇上で申し上げました３Ｋとか５Ｋというよ

うな汚い、臭い、暗い、怖い、壊れていると

いうような状況は、21校回らせていただきま

して、教育委員会の大変なご努力をもあって、

壊れていて、もうどうしようもないんやとい

うような状況は全くございませんでした。も

っと古い、いっぱい汚れている汚いところが

あるのかな、壊れている、閉鎖しているとこ

ろばっかりあるのかなというふうに思いなが

ら回らせていただいたんですが、ご努力の結

果もあって、大変、古い学校においても清掃

は行き届いておりましたし、詰まっているト

イレについては、すぐに教育委員会が対応し

てくださっているというふうに学校のほうで

もおっしゃっておられました。 

 でも、しかしながら、やはり年数が経過を

している学校のトイレについては、清掃が行

き届いていてもどうしようもない、汚れと申

しますか、においと申しますか、そういうも

のがあったのは事実でございます。隅田小学

校なんですが、あそこは、大変、今人口が急

増しておりまして約569名の子どもたちが生

活を学校でしております。プレハブを建てて

いただいて教室については対応をしていただ

きましたけれども、隅田小学校というのは、

旧館がございまして、新館、新新館という建

物がございまして、それと、その横にプレハ

ブで三つのプレハブが建ってございます。プ

レハブ棟を建てて新館、新新館を建てていた

だきましたけれども、残念ながら、トイレの

数はそれほど増やしてはいただいておりませ

ん。 

 校長先生にお聞かせいただいた中では、子

どもたちが10分間の休憩時間の間にトイレに

並ぶそうでございます。行列ができるそうで

ございます。10分間の休憩時間、もしくは20

分間のロング休憩があるんですけれども、特

に、その旧館のほうは１階、２階、３階とト

イレがあるんですが、新館、新新館に関しま

してはトイレが非常に少ない。そこがちょう

ど１年生に当たっているわけですが、早くト

イレに並ばなあかんから行きなさいよって言

っておいてもですね、なかなか小学１年生で
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は、前もってトイレに並ばなあかんからトイ

レに行っとこうという意識がないわけで、そ

こで我慢できなくなっておもらしをしてしま

うという状況もたくさんあるという話を聞い

ております。 

 数をちょっと調べさせていただいたんです

が、隅田小学校に関しましては、本館の２年

生、４年生、５年生が使っております本館の

ほうは、１便器当たり、男子の小便器で、一

つの小便器に8.4人の割合でございます。大便

器のほうは、男子ですね、男子の大便器のほ

うは16.8人。女子に関しては8.6人です。先ほ

どから何回も行っております、新館、新新館、

そしてプレハブの対応をしていただいている

ところが、１年生、３年生、６年生が使って

おるんですが、ここに関しましては、男子小

便器の１小便器当たり人数割をいたしますと、

何と42.7名、大便器に関しましては64人。女

子に関しましても、女子トイレの一つの便器

当たり32.3人でございます。まあ、単純に考

えますと、本館があるんやから新館から本館

に歩いて行ったらええやないかというふうな

ように考えますよね。だから、総合的に全体

の数も計算をいたしました。総合計で行きま

しても、男子は、１便器当たり13.3、男子の

大便器は25.4。女子に関しましては12.9人が

一つの便器を利用するという状況でございま

す。 

 ほかの学校も調べさせていただいたんです

が、だいたい、男子の小便器で5.5、多いとこ

ろで、７はなかったですね、6.8ぐらいですか

ね、一つの小便器で。大便器に関しましても、

まあ、８人から９人ぐらいが一つの大便器を

利用するという計算ができました。女子も、

だいたいまあ、６人から、人数の少ない学校

では２人、一つの女の子のトイレで２人ぐら

いが活用するという計算が出ましたので、そ

れで見ましても、この男子の13.3、大便器の

25.4、女子の12.9という数字は、いかに隅田

小学校で今トイレの数が足らんのやなあとい

うことがおわかりいただけると思います。 

 あやの台小学校の建設というのが言われて

おりますので、そうしますと、平成25年度に

はあやの台小学校が建設されるので、じゃ、

トイレを増やしてもしようがないやないかと

いうふうにおっしゃる方がいらっしゃるかも

しれませんが、今は、平成22年でございます

ので、３年間、じゃ、小学校１年生の子らは

この中で生活さすんかということにもなりま

すし、財政的に、先ほど午前中から何人も同

僚議員が財政面のこととか避難所のトイレと

か、大変な保育所の施設の重要性のことにつ

いてお話をいただいて、あれもこれもそれも

やれというようなことは大変心苦しいところ

ではございますけれども、そういう小学校の

状況があるんだということをちょっとご理解

いただいて、何とかこのトイレだけでも、あ

と３年間の小学校の、隅田小学校の中で増や

していくというような、良いご答弁をいただ

けないかなと思っておりますが、教育長、い

かがでしょうか。 

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）先ほど答弁の中で

も、耐震工事に伴う大規模改修の中で、その

内容面、財政面において考えていきたいとい

うお話をさせていただきました。今、隅田小

学校につきましては耐震の２次診断中であり

ますので、それを受けての24年度までの計画

を立てていきたいと思っております。それは、

教育委員会のほうの思いでありますので、こ

れも、政策決定をいただいて、できるだけ、

あやの台の学校建設のこともありますけれど

も、今、隅田小学校がかなり飽和状態になっ

てきとるのは、トイレはじめいろんな面であ

りますので、そういうことを十分認識してお

りますので、教育委員会としては、そういう
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施設整備の環境整備を十分にしていきたいと

思っております。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）本当にトイレという

のは重要な部分でございますので、ぜひとも

直していっていただきたいと思います。 

 耐震工事がずっと進んで行きますけれども、

普通の感覚で申し上げますと、確かに耐震は

絶対大事なんですが、建物の保持といいます

か、長持ちさせようと思ったら、水回りです

ね、トイレであるとか洗面所であるとか、水

回りをやはり整備をして、きれいにと言うか、

改善を、水もれとかをなくしていかないと、

建物というのは構造的に持たないと感じてお

りますし、普通の一般家庭でも、やはり傷む

ところは水回りが一番に傷んでまいりますの

で、耐震工事等に伴って、一緒にやはり古い

ところについては改修をしていっていただき

たいというふうに思います。隅田小学校の数

が足りないということは事実でございますの

で、まずそれを申し上げましたけれども、ほ

かにもいろいろ問題点がございました。本当

に回らせていただいたら、ああ、ここも直し

てあげたいとか、ここもこういうふうにして

あげたいなというふうな建物が本当にたくさ

んございました。それは、やはり建てられて

から30年、40年たっている学校が大変傷んで

いるという状況でございましたので、教育委

員会は３人の課長さんがずっと各学校を回ら

れて学校との対話を続けながら改修場所も、

もう重々把握していってもらっているとは思

いますけれども、優先順位を付けながら実施

に向けてご努力をいただきたいと思います。 

 トイレの今改修というのはですね、全国的

にすごく注目をされております。学校のトイ

レ研究会というようなサイトもございますし、

トイレを改修することによって生徒たちに対

する心の教育ができるというような教育効果

も上がっている学校がたくさんございますの

で、できたら、上から直してやるぞというの

ではなくて、本来ならば、時間をかけて、中

学校であるならば、生徒に参加をさせながら、

参加型のワークショップ的なトイレの改修と

いうようなことを実施している教育委員会も

ございますので、その辺のところも十分お調

べいただいて、そしてまた、午前中で同僚議

員が質問されておられましたように、雨水の

利用をできるようなトイレもあるかと思いま

すし、その辺も考慮していただいて今後研究

課題にしていただけたらと思います。その辺

のところは、教育長、どうですか、次長。 

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）私も、そういった、

インターネットでいろいろ研究しているとこ

ろは見たことがあります。その中でも、快適

なトイレづくりというのを進めるためには、

利用者である児童生徒の意見や要望を十分に

くみとっていくというようなことも書いてご

ざいました。そういったことを意識しながら、

今後、施設の整備についての研究・検討を重

ねていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）もう一点だけ。 

 国の、政府のスクール・ニューディール政

策の中で、あ、これはちょっと前政権のこと

になるんですが、ちょっと今の民主党政権さ

んはそれを引き続いてやっていただけるかど

うかは私ちょっとわからないんですけれども。

エコ改修に対しても国からの補助金がおりる

というようなことがございました。太陽光発

電が割と注目されて大々的に取り上げられて

おりましたけれども、トイレの改修に至って

も、昔のトイレであれば、１回水をじゃっと

流すたびに13ℓの水が要るんですけれども、今
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は節水型のトイレになって、１回水を流して

も６ℓしか要らないということで大変節水に

もつながるという状況で、エコ改修、トイレ

だけのエコ改修というのがあるんですけれど

も、その辺のところもちょっとお調べいただ

きたいということと、それと、清掃ですね、

きれいに直したとしても、後々子どもたちが、

それを大事に使っていかないとお金をかけて

も仕方がないと思いますので、子どもたちが

改修したトイレをいかにきれいに使ってくれ

るかということに関しても、京都で、今の現

京都市長の門川さんが、教育長時代に京都の

便きょう会というのんで、各学校のトイレを

地域の方々が素手で洗うという、そういうよ

うな会をずっと京都市内を順番に回っていら

っしゃるような会がございまして、そこで大

変教育効果が現れてていると。橋本市の中で

も、先生の中でお２人ほど、泊り込んでです

ね、京都のほうに、その便きょう会に参加さ

れていらっしゃった先生もおられますので、

また、その教職員の先生方の中でも、そのト

イレの清掃ということに関する教育効果とい

うのも認識を深めていっていただきたいと思

いますので、その辺のところ、ご答弁、ちょ

っとお願いいたします。 

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

○教育次長（西本健一君）まず、スクール・

ニューディールのことを触れられておりまし

た。そこにつきましては、21年の４月、現政

権の関係でそういったことの節水型のトイレ

ということでそういう考え方があったような

んですが、現状では、そういった、政権もか

わったということで、その補助の関係につい

ては、もう既になくなっているように思われ

ます。 

 それと、トイレの清掃についての京都市の

取り組み、聞かせていただきました。そうい

ったことも、教育の中でいろんな生徒、児童

のそういった取り組みというんか、重要なこ

とだと思っておりますので、参考とさせてい

ただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）ぜひよろしくお願い

いたします。 

 先生方の教職員のトイレも、非常に、職場

の環境的に言っても問題がございますので、

子どもたちだけではなく、やっぱり職場の環

境がよくなかったら、いくら頑張って仕事し

てくれよと言うても、先生らの心のケアも大

事やと思いますので、もう、ほんまに、男女

一緒のトイレとかね、入り口は分かれている

けど、中入ったら一緒とかね、そういう、も

う現場もあって、これは、先生方大変やなと

いうのももう実感しておりますので、その辺

も含めてよろしくお願いします。 

 ②にまいります。 

 保健室でございますけれども、私が学校訪

問をさせていただいた間にも、保健室にはた

くさんの、昼休みになったら、本当、保健室

がもういっぱいになるぐらい、子どもたちが、

けがをしたり気分が悪いだとか言いながらた

くさん来ておりました。また、チャイムが鳴

ると、その子どもたちが、ああ、チャイムが

鳴ったわと言いながら、もう走って教室にま

た戻るような状況でございましたけれども。

ああ、何か、学校の中で保健室というのは、

今本当に大事な場所なんだなというのは、現

場に行かせていただいて実感をしました。 

 私も20うん年前は現場におりましたけれど

も、そのとき以上に、何か、子どもたちは保

健室にやって来て、ちょっとの癒しを求めて

いるのかなというふうにも感じましたし、保

健室の整備も含めてお願いをしたいと思うん

ですが。シャワールームも付けていただける

ということで努力をいただきたいんですが。 
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 旧高野口町のですね、学校だけに保健室の

専用の外線電話がないんですよね。それを、

やっぱり早急に何とかしていただけらなとい

うふうにも思いますし、ご努力いただけると

いうことですけれども、何とか、隅田小学校

の洗面所と、それと、給湯設備と、そして、

できたらシャワールーム。小学生は、やっぱ

りおもらしをする回数がどうしても多くなっ

てしまいますし、下痢気味の子どもであると

かだったらお尻をあったかいお湯でふいてあ

げないといけないという状況もあるので、そ

の辺のところをご配慮いただけたらと思いま

す。新しく特に学校を建てられるのであれば、

できたら、本来は、保健室の中にバス・トイ

レとシャワールーム、気分が悪くてぱっと戻

してしまうということも多いので、そういう

配慮をしていただけたらと思います。 

 それと、ちょっと保健室とは関係ないんで

すが、雨の日に訪問させていただいた学校が

多かったんですが、学校の床ですね、すっご

く滑りやすいんですが、それは認識されてお

りますか。私も、何校か回る間にすべって転

びそうになって、学校では、雨の日ですので

床が滑りやすくなっておりますから皆さん走

らないように気を付けてくださいという放送

もされておりました。もうすっごく滑りやす

いんですが、それは、教育長、認識されてお

られますか。 

○議長（中西峰雄君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）寒い日に雨等で湿気

が増えるとコンクリートは冷えますので、し

つくというんですか、水で流れるぐらいしつ

くと思うんです。それは、鉄筋でコンクリー

トの建物はすべてそうなんですが、大変危な

いんです。それは事実でございます。ただ、

しかし、それ、滑るだけで、後で校務員さん

がふいてくれるとか、それぐらいの措置をと

っていただいておるんですけれども。それは、

また滑らないようにするという方法もあるん

でしょうが、まあ、ちょっと先行くものもご

ざいますので、そういった点、大変苦しい面

がございます。 

○議長（中西峰雄君）14番 土井君。 

○14番（土井裕美子君）もう十分に教育委員

会では、その点については認識をされていら

っしゃると思います。滑らない床もございま

すので、木の床でしたら全然滑りませんでし

た。何か、こう、ビニールみたいなのがはっ

てある床は、もう本当に、学校に慣れていな

い私が行くと、もう怖くて歩けないぐらいよ

く滑りましたので。 

 そういうことを受けて、市長、最後にです

ね、教育というのは、どなたが市長になられ

ましても、これから重要な位置を占めておる

と思います。最後に、市長、教育、予算いろ

いろ、たくさん重要な案件があると思います

けれども、今私が申し上げましたような、子

どもたちの安心安全、快適な学校環境をつく

るということは、橋本市の未来を担う子ども

たちのためにも大変重要なことだと思います

ので、現市長の、最後にお言葉をいただいて、

私の質問を終わりにしたいと思います。いか

がでしょうか。 

○議長（中西峰雄君）市長。 

〔市長（木下善之君）登壇〕 

○市長（木下善之君）14番の土井議員の再質

問にお答えをいたしたいと思います。 

 お説ごもっともでございます。問題は、少

子化でね、子どもが産んでくれないんですね。

私は、――――――――――大勢の子どもさ

んを産んでいただいて、にぎわいのある活気

あるまちづくり、それについては、教育はも

ちろん、子育て支援について十分取り組んで

まいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（中西峰雄君）これをもって、14番 土
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井君の一般質問は終わりました。 
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